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参
考
資
料
３

水
質
汚
濁
防
止
法
・
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
規
則
（
総
量
規
制
基
準
関
係
抜
粋
）

水
質
汚
濁
防
止
法

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
規
則

（
総
量
削
減
基
本
方
針
）

第
四
条
の
二

環
境
大
臣
は
、
人
口
及
び
産
業
の
集
中
等
に
よ
り
、
生
活
又

は
事
業
活
動
に
伴
い
排
出
さ
れ
た
水
が
大
量
に
流
入
す
る
広
域
の
公
共
用

水
域
（
ほ
と
ん
ど
陸
岸
で
囲
ま
れ
て
い
る
海
域
に
限
る
。
）
で
あ
り
、
か

つ
、
第
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
排
水
基
準
の
み
に
よ
つ
て
は
環
境
基

本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

水
質
の
汚
濁
に
係
る
環
境
上
の
条
件
に
つ
い
て
の
基
準
（
以
下｢

水
質
環
境

基
準｣

と
い
う
。)

の
確
保
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
水
域
で
あ
つ

て
、
第
二
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
項
目
の
う
ち
化
学
的
酸
素
要
求

量
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
項
目
（
以
下
「
指
定
項
目
」
と
い
う
。
）
ご

と
に
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
指
定
水
域
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る

指
定
項
目
に
係
る
水
質
の
汚
濁
の
防
止
を
図
る
た
め
、
指
定
水
域
の
水
質

の
汚
濁
に
関
係
の
あ
る
地
域
と
し
て
指
定
水
域
ご
と
に
政
令
で
定
め
る
地

域
（
以
下
「
指
定
地
域
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
指
定
項
目
で
表
示
し

た
汚
濁
負
荷
量
（
以
下
単
に
「
汚
濁
負
荷
量
」
と
い
う
。
）
の
総
量
の
削

減
に
関
す
る
基
本
方
針
（
以
下
「
総
量
削
減
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
を

定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

総
量
削
減
基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
削
減
の
目
標
、
目
標
年
度
そ
の
他

汚
濁
負
荷
量
の
総
量
の
削
減
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
削
減
の
目
標
に
関
し
て
は
、
当
該
指
定
水

域
に
つ
い
て
、
当
該
指
定
項
目
に
係
る
水
質
環
境
基
準
を
確
保
す
る
こ
と
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を
目
途
と
し
、
第
一
号
に
掲
げ
る
総
量
が
目
標
年
度
に
お
い
て
第
二
号
に

掲
げ
る
総
量
と
な
る
よ
う
に
第
三
号
の
削
減
目
標
量
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。

一

当
該
指
定
水
域
に
流
入
す
る
水
の
汚
濁
負
荷
量
の
総
量

二

前
号
に
掲
げ
る
総
量
に
つ
き
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当

該
指
定
地
域
に
お
け
る
人
口
及
び
産
業
の
動
向
、
汚
水
又
は
廃
液
の
処

理
の
技
術
の
水
準
、
下
水
道
の
整
備
の
見
通
し
等
を
勘
案
し
、
実
施
可

能
な
限
度
に
お
い
て
削
減
を
図
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
け
る
総
量

三

当
該
指
定
地
域
に
お
い
て
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
る
水
の
汚
濁
負

荷
量
に
つ
い
て
の
発
生
源
別
及
び
都
道
府
県
別
の
削
減
目
標
量
（
中
間

目
標
と
し
て
の
削
減
目
標
量
を
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
削
減

目
標
量
を
含
む
。
）

３
～
５
（
略
）

（
総
量
削
減
計
画
）

第
四
条
の
三

都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
地
域
に
あ
つ
て
は
、
総
量
削
減
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
前
条
第
二
項
第
三
号
の
削
減
目
標
量
を
達
成
す
る
た

め
の
計
画
（
以
下
「
総
量
削
減
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

総
量
削
減
計
画
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も

の
と
す
る
。

一

発
生
源
別
の
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
目
標
量

二

前
号
の
削
減
目
標
量
の
達
成
の
方
途

三

そ
の
他
汚
濁
負
荷
量
の
総
量
の
削
減
に
関
し
必
要
な
事
項

３
～
５
（
略
）
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（
総
量
規
制
基
準
）

（
法
第
四
条
の
五
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
規
模
）

第
四
条
の
五

都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
地
域
に
あ
つ
て

第
一
条
の
四

法
第
四
条
の
五
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
規
模
は
、
一
日
当
た
り
の
平
均
的
な
排
出
水
の
量

は
、
指
定
地
域
内
の
特
定
事
業
場
で
環
境
省
令
で
定
め
る

（
以
下
「
日
平
均
排
水
量
」
と
い
う
。
）
が
五
十
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

規
模
以
上
の
も
の
（
以
下
「
指
定
地
域
内
事
業
場
」
と
い

う
。
）
か
ら
排
出
さ
れ
る
排
出
水
の
汚
濁
負
荷
量
に
つ
い

て
、
総
量
削
減
計
画
に
基
づ
き
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と

（
総
量
規
制
基
準
）

こ
ろ
に
よ
り
、
総
量
規
制
基
準
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

第
一
条
の
五

法
第
四
条
の
五
第
一
項
の
総
量
規
制
基
準
は
、
化
学
的
酸
素
要
求
量
に
つ
い
て
は
次
に
掲
げ
る
算
式

い
。

に
よ
り
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
新
た
に
特
定
施
設
が
設
置
さ
れ
た

L
c

＝C
c

・Q
c
×
1
0

ー３

指
定
地
域
内
事
業
場
（
工
場
又
は
事
業
場
で
、
特
定
施
設

こ
の
式
に
お
い
て
、

、

及
び

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Lc

Cc

Qc

の
設
置
又
は
構
造
等
の
変
更
に
よ
り
新
た
に
指
定
地
域
内

排
出
が
許
容
さ
れ
る
汚
濁
負
荷
量
（
単
位

一
日
に
つ
き
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

Lc

事
業
場
と
な
つ
た
も
の
を
含
む
。
）
及
び
新
た
に
設
置
さ

都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
一
定
の
化
学
的
酸
素
要
求
量
（
単
位

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ミ
リ
グ
ラ
ム
）

Cc

れ
た
指
定
地
域
内
事
業
場
に
つ
い
て
、
総
量
削
減
計
画
に

特
定
排
出
水
（
排
出
水
の
う
ち
、
特
定
事
業
場
に
お
い
て
事
業
活
動
そ
の
他
の
人
の
活
動
に
使
用
さ
れ
た

Qc

基
づ
き
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

水
で
あ
つ
て
、
専
ら
冷
却
用
、
減
圧
用
そ
の
他
の
用
途
で
そ
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
に
よ
り
汚
濁
負
荷
量
が

れ
前
項
の
総
量
規
制
基
準
に
代
え
て
適
用
す
べ
き
特
別
の

増
加
し
な
い
も
の
に
供
さ
れ
た
水
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
量
（
単
位

一
日
に
つ
き
立
方

総
量
規
制
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

メ
ー
ト
ル
）

３

第
一
項
又
は
前
項
の
総
量
規
制
基
準
は
、
指
定
地
域
内

事
業
場
に
つ
き
当
該
指
定
地
域
内
事
業
場
か
ら
排
出
さ
れ

２

法
第
四
条
の
五
第
二
項
の
総
量
規
制
基
準
は
、
化
学
的
酸
素
要
求
量
に
つ
い
て
は
次
に
掲
げ
る
算
式
に
よ
り
定

る
排
出
水
の
汚
濁
負
荷
量
に
つ
い
て
定
め
る
許
容
限
度
と

め
る
も
の
と
す
る
ｏ

す
る
。

L
c
=
(
C
c
j

・Q
c
j

＋C
c
i

・Qc
i

＋C
c
o

・Q
c
o

）×
1
0

ー３

４

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
総
量
規
制

こ
の
式
に
お
い
て
、

、

、

、

、

、

及
び

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Lc

Ccj

Cci

Cco

Qcj

Qci

Qco

基
準
を
定
め
る
と
き
は
、
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

排
出
が
許
容
さ
れ
る
汚
濁
負
荷
量
（
単
位

一
日
に
つ
き
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

Lc

こ
れ
を
変
更
し
、
又
は
廃
止
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す

都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
一
定
の
化
学
的
酸
素
要
求
量
（
単
位

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ミ
リ
グ
ラ
ム
）

Ccj

る
。

都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
一
定
の
化
学
的
酸
素
要
求
量
（
単
位

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ミ
リ
グ
ラ
ム
）

Cci

都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
一
定
の
化
学
的
酸
素
要
求
量
（
前
項
の
式
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
一
定
の
値
と

Cco
し
て
定
め
ら
れ
た

と
同
じ
値
と
す
る
。
）
（
単
位

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ミ
リ
グ
ラ
ム
）

Cc

都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
日
以
後
に
特
定
施
設
の
設
置
又
は
構
造
等
の
変
更
に
よ
り
増
加
す
る
特
定
排
出

Qcj
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水
の
量
（
当
該
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
日
以
後
に
設
置
さ
れ
る
指
定
地
域
内
事
業
場
に
係
る
場
合
に
あ
つ

て
は
、
特
定
排
出
水
の
量
）
（
単
位
一
日
に
つ
き
立
方
メ
ー
ト
ル
）

都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
日
か
ら

の
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
特
定
施
設
の
設

Qci

Qcj

置
又
は
構
造
等
の
変
更
に
よ
り
増
加
す
る
特
定
排
出
水
の
量
（
当
該
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
日
か
ら
当
該

の
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
設
置
さ
れ
る
指
定
地
域
内
事
業
場
に
係
る
場
合
に
あ

Qcjつ
て
は
特
定
排
出
水
の
量
（

を
除
く
。
）
（
単
位
一
日
に
つ
き
立
方
メ
ー
ト
ル
）

Qcj

特
定
排
出
水
の
量
（

及
び

を
除
く
。
）
（
単
位

一
日
に
つ
き
立
方
メ
ー
ト
ル
）

Qco

Qcj

Qci

３

第
一
項
に
規
定
す
る

並
び
に
前
項
に
規
定
す
る

、

及
び

の
値
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「

等
の

Cc

Ccj

Cci

Cco

Cc

値
」
と
い
う
。
）
は
、
環
境
大
臣
が
定
め
る
業
種
そ
の
他
の
区
分
ご
と
に
環
境
大
臣
が
定
め
る
範
囲
内
に
お
い

て
、
当
該
環
境
大
臣
が
定
め
る
業
種
そ
の
他
の
区
分
（
都
道
府
県
知
事
が
こ
れ
を
更
に
区
分
し
た
場
合
に
あ
つ
て

は
、
そ
の
区
分
。
以
下
「
化
学
的
酸
素
要
求
量
に
係
る
業
種
等
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
定
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
ｏ

た
だ
し
、
海
域
及
び
湖
沼
以
外
の
公
共
用
水
域
に
排
出
水
を
排
出
す
る
指
定
地
域
内
事
業
場
に
係
る
場
合
で
あ
つ

て
、
当
該
環
境
大
臣
が
定
め
る
範
囲
内
に
お
い
て

等
の
値
を
定
め
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
、
か

Cc

つ
、
都
道
府
県
知
事
が
化
学
的
酸
素
要
求
量
に
係
る
業
種
等
ご
と
に

等
の
値
を
別
に
定
め
た
と
き
は
、
こ
の
限

Cc

り
で
な
い
。

４

一
の
指
定
地
域
内
事
業
場
が
二
以
上
の
化
学
的
酸
素
要
求
量
に
係
る
業
種
等
に
属
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
指

定
地
域
内
事
業
場
に
係
る
法
第
四
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
項
の
総
量
規
制
基
準
は
、
当
該
化
学
的
酸
素
要
求
量

に
係
る
業
種
等
ご
と
に
第
一
項
又
は
第
二
項
に
掲
げ
る
算
式
に
よ
り
算
定
し
た
値
を
合
計
し
た
汚
濁
負
荷
量
と
し

て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
一
条
の
六

法
第
四
条
の
五
第
一
項
の
総
量
規
制
基
準
は
、
窒
素
含
有
量
に
つ
い
て
は
次
に
掲
げ
る
算
式
に
よ
り

定
め
る
も
の
と
す
る
。

L
n

＝C
n

・Q
n
×
1
0

ー３

こ
の
式
に
お
い
て
、

、

及
び

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ln

Cn

Qn

排
出
が
許
容
さ
れ
る
汚
濁
負
荷
量
（
単
位

一
日
に
つ
き
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

Ln

都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
一
定
の
窒
素
含
有
量
（
単
位

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ミ
リ
グ
ラ
ム
）

Cn

特
定
排
出
水
（
排
出
水
の
う
ち
、
特
定
事
業
場
に
お
い
て
事
業
活
動
そ
の
他
の
人
の
活
動
に
使
用
さ
れ
た

Qn
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水
で
あ
っ
て
、
専
ら
冷
却
用
、
減
圧
用
そ
の
他
の
用
途
で
そ
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
に
よ
り
汚
濁
負
荷
量
が

増
加
し
な
い
も
の
に
供
さ
れ
た
水
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
量
（
単
位

一
日
に
つ
き
立
方

メ
ー
ト
ル
）

２

法
第
四
条
の
五
第
二
項
の
総
量
規
制
基
準
は
、
窒
素
含
有
量
に
つ
い
て
は
次
に
掲
げ
る
算
式
に
よ
り
定
め
る
も

の
と
す
る
。

L
n

＝
（C

n
i

・Q
n
i

＋C
n
o

・Q
n
o

）×
1
0

ー３

こ
の
式
に
お
い
て
、

、

、

、

及
び

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ln

Cni

Cno

Qni

Qno

排
出
が
許
容
さ
れ
る
汚
濁
負
荷
量
（
単
位

一
日
に
つ
き
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

Ln

都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
一
定
の
窒
素
含
有
量
（
単
位

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ミ
リ
グ
ラ
ム
）

Cni

都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
一
定
の
窒
素
含
有
量
（
前
項
の
式
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
一
定
の
値
と
し
て
定

Cno
め
ら
れ
た

と
同
じ
値
と
す
る
。
）
（
単
位

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ミ
リ
グ
ラ
ム
）

Cn

都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
日
以
後
に
特
定
施
設
の
設
置
又
は
構
造
等
の
変
更
に
よ
り
増
加
す
る
特
定
排
出

Qni
水
の
量
（
当
該
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
日
以
後
に
設
置
さ
れ
る
指
定
地
域
内
事
業
場
に
係
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
特
定
排
出
水
の
量
）
（
単
位

一
日
に
つ
き
立
方
メ
ー
ト
ル
）

特
定
排
出
水
の
量
（

を
除
く
。
）
（
単
位

一
日
に
つ
き
立
方
メ
ー
ト
ル
）

Qno

Qni

３

第
一
項
に
規
定
す
る

並
び
に
前
項
に
規
定
す
る

及
び

の
値
は
、
環
境
大
臣
が
定
め
る
業
種
そ
の
他
の
区

Cn

Cni

Cno

分
ご
と
に
環
境
大
臣
が
定
め
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
当
該
環
境
大
臣
が
定
め
る
業
種
そ
の
他
の
区
分
（
都
道
府
県

知
事
が
こ
れ
を
更
に
区
分
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
区
分
。
次
項
に
お
い
て
「
窒
素
含
有
量
に
係
る
業
種

等
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
定
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

４

一
の
指
定
地
域
内
事
業
場
が
二
以
上
の
窒
素
含
有
量
に
係
る
業
種
等
に
属
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
指
定
地
域

内
事
業
場
に
係
る
法
第
四
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
項
の
総
量
規
制
基
準
は
、
当
該
窒
素
含
有
量
に
係
る
業
種
等

ご
と
に
第
一
項
又
は
第
二
項
に
掲
げ
る
算
式
に
よ
り
算
定
し
た
値
を
合
計
し
た
汚
濁
負
荷
量
と
し
て
定
め
る
も
の

と
す
る
。

第
一
条
の
七

法
第
四
条
の
五
第
一
項
の
総
量
規
制
基
準
は
、
り
ん
含
有
量
に
つ
い
て
は
次
に
掲
げ
る
算
式
に
よ
り

定
め
る
も
の
と
す
る
。

L
p

＝C
p

・Q
p
×
1
0

ー３
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こ
の
式
に
お
い
て
、

、

及
び

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Lp

Cp

Qp

排
出
が
許
容
さ
れ
る
汚
濁
負
荷
量
（
単
位

一
日
に
つ
き
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

Lp

都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
一
定
の
り
ん
含
有
量
（
単
位

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ミ
リ
グ
ラ
ム
）

Cp

特
定
排
出
水
（
排
出
水
の
う
ち
、
特
定
事
業
場
に
お
い
て
事
業
活
動
そ
の
他
の
人
の
活
動
に
使
用
さ
れ
た

Qp
水
で
あ
っ
て
、
専
ら
冷
却
用
、
減
圧
用
そ
の
他
の
用
途
で
そ
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
に
よ
り
汚
濁
負
荷
量
が

増
加
し
な
い
も
の
に
供
さ
れ
た
水
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
量
（
単
位

一
日
に
つ
き
立
方

メ
ー
ト
ル
）

２

法
第
四
条
の
五
第
二
項
の
総
量
規
制
基
準
は
、
り
ん
含
有
量
に
つ
い
て
は
次
に
掲
げ
る
算
式
に
よ
り
定
め
る
も

の
と
す
る
。

L
p

＝
（C
p
i

・Q
p
i

＋C
p
o

・Q
p
o

）×
1
0

ー３

こ
の
式
に
お
い
て
、

、

、

、

及
び

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Lp

Cpi

Cpo

Qpi

Qpo

排
出
が
許
容
さ
れ
る
汚
濁
負
荷
量
（
単
位

一
日
に
つ
き
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

Lp

都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
一
定
の
り
ん
含
有
量
（
単
位

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ミ
リ
グ
ラ
ム
）

Cpi

都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
一
定
の
り
ん
含
有
量
（
前
項
の
式
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
一
定
の
値
と
し
て
定

Cpo
め
ら
れ
た

と
同
じ
値
と
す
る
。
）
（
単
位

一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ミ
リ
グ
ラ
ム
）

Cp

都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
日
以
後
に
特
定
施
設
の
設
置
又
は
構
造
等
の
変
更
に
よ
り
増
加
す
る
特
定
排
出

Qpi

水
の
量
（
当
該
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
日
以
後
に
設
置
さ
れ
る
指
定
地
域
内
事
業
場
に
係
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
特
定
排
出
水
の
量
）
（
単
位

一
日
に
つ
き
立
方
メ
ー
ト
ル
）

特
定
排
出
水
の
量
（

を
除
く
。
）
（
単
位

一
日
に
つ
き
立
方
メ
ー
ト
ル
）

Qpo

Qpi

３

第
一
項
に
規
定
す
る

並
び
に
前
項
に
規
定
す
る

及
び

の
値
は
、
環
境
大
臣
が
定
め
る
業
種
そ
の
他
の
区

Cp

Cpi

Cpo

分
ご
と
に
環
境
大
臣
が
定
め
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
当
該
環
境
大
臣
が
定
め
る
業
種
そ
の
他
の
区
分
（
都
道
府
県

知
事
が
こ
れ
を
更
に
区
分
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
区
分
。
次
項
に
お
い
て
「
り
ん
含
有
量
に
係
る
業
種

等
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
定
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

４

一
の
指
定
地
域
内
事
業
場
が
二
以
上
の
り
ん
含
有
量
に
係
る
業
種
等
に
属
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
指
定
地
域

内
事
業
場
に
係
る
法
第
四
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
項
の
総
量
規
制
基
準
は
、
当
該
り
ん
含
有
量
に
係
る
業
種
等

ご
と
に
第
一
項
又
は
第
二
項
に
掲
げ
る
算
式
に
よ
り
算
定
し
た
値
を
合
計
し
た
汚
濁
負
荷
量
と
し
て
定
め
る
も
の

と
す
る
。
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（
特
定
施
設
の
設
置
の
届
出
）

（
特
定
施
設
の
設
置
の
届
出
）

第
五
条

工
場
又
は
事
業
場
か
ら
公
共
用
水
域
に
水
を
排
出

第
三
条

法
第
五
条
第
一
項
第
八
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
排
出
水
に
係
る
用
水
及
び
排
水
の
系
統
と
す

す
る
者
は
、
特
定
施
設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

る
。

環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
事
項
を
都
道

２

法
第
五
条
第
二
項
第
八
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
特
定
地
下
浸
透
水
に
係
る
用
水
及
び
排
水
の
系
統

府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
す
る
。

３

法
第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て

第
一
に
よ
る
届
出
書
に
よ
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

４

法
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
二
の
二
に
よ
る
届
出
書
に
よ
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ｏ

二

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

三

特
定
施
設
の
種
類

四

特
定
施
設
の
構
造

（
受
理
書
）

五

特
定
施
設
の
使
用
の
方
法

第
六
条

都
道
府
県
知
事
又
は
市
長
は
、
法
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
七
条
の
届
出
を
受
理
し
た
と

六

汚
水
等
の
処
理
の
方
法

き
は
、
様
式
第
四
に
よ
る
受
理
書
を
当
該
届
出
を
し
た
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

七

排
出
水
の
汚
染
状
態
及
び
量
（
指
定
地
域
内
の
工
場

又
は
事
業
場
に
係
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
排
水
系
統
別

の
汚
染
状
態
及
び
量
を
含
む
。
）

八

そ
の
他
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項

１

（
略
）

（
特
定
施
設
の
構
造
等
の
変
更
の
届
出
）

第
七
条

第
五
条
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者

は
、
そ
の
届
出
に
係
る
第
五
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
八

号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
又
は
同
条
第
二
項
第
四
号
か
ら
第

八
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
都

道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
計
画
変
更
命
令
等
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
第
五
条
又
は
第
七
条
の

規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出

に
係
る
特
定
施
設
が
設
置
さ
れ
る
指
定
地
域
内
事
業
場

（
工
場
又
は
事
業
場
で
、
当
該
特
定
施
設
の
設
置
又
は
構

造
等
の
変
更
に
よ
り
新
た
に
指
定
地
域
内
事
業
場
と
な
る

も
の
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
指
定
地
域
内
事
業
場

か
ら
排
出
さ
れ
る
排
出
水
の
汚
濁
負
荷
量
が
総
量
規
制
基

準
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
届
出
を
受
理

し
た
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
限
り
、
当
該
指
定
地
域
内
事

業
場
の
設
置
者
に
対
し
、
当
該
指
定
地
域
内
事
業
場
に
お

け
る
汚
水
又
は
廃
液
の
処
理
の
方
法
の
改
善
そ
の
他
必
要

な
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
実
施
の
制
限
）

第
九
条

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
又
は
第
七

条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
は
、
そ
の
届
出
が
受
理

さ
れ
た
日
か
ら
六
十
日
を
経
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
、
そ
の
届
出
に
係
る
特
定
施
設
を
設
置
し
、
又
は

そ
の
届
出
に
係
る
特
定
施
設
の
構
造
若
し
く
は
使
用
の
方

法
若
し
く
は
汚
水
等
の
処
理
の
方
法
の
変
更
を
し
て
は
な

ら
な
い
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
第
五
条
又
は
第
七
条
の
規
定
に
よ

る
届
出
に
係
る
事
項
の
内
容
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
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（
総
量
規
制
基
準
の
遵
守
義
務
）

第
十
二
条
の
二

指
定
地
域
内
事
業
場
の
設
置
者
は
、
当
該

指
定
地
域
内
事
業
場
に
係
る
総
量
規
制
基
準
を
遵
守
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
改
善
命
令
等
）

第
十
三
条

（
略
）

３

都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
汚
濁
負
荷
量
が
総
量
規
制
基

準
に
適
合
し
な
い
排
出
水
が
排
出
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
排
出
水
に
係
る
指
定
地
域
内
事

業
場
の
設
置
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
当
該
指
定
地

域
内
事
業
場
に
お
け
る
汚
水
又
は
廃
液
の
処
理
の
方
法
の

改
善
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
排
出
水
の
汚
染
状
態
の
測
定
等
）

（
排
出
水
の
汚
濁
負
荷
量
の
測
定
等
）

第
一
四
条

（
略
）

第
九
条
の
二

法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
排
出
水
の
汚
濁
負
荷
量
の
測
定
及
び
そ
の
結
果
の
記
録
は
、
化

２

総
量
規
制
基
準
が
適
用
さ
れ
て
い
る
指
定
地
域
内
事
業

学
的
酸
素
要
求
量
、

窒
素
含
有
量
及
び
り
ん
含
有
量
に
つ
い
て
は
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の

場
か
ら
排
出
水
を
排
出
す
る
者
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る

と
す
る
。

と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
排
出
水
の
汚
濁
負
荷
量
を
測
定

し
、
そ
の
結
果
を
記
録
し
、
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

一

汚
濁
負
荷
量
の
測
定
は
、
環
境
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
定
排
出
水
の
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
窒

い
。

素
含
有
量
及
び
り
ん
含
有
量
に
関
す
る
汚
染
状
態
及
び
特
定
排
出
水
の
量
そ
の
他
の
汚
濁
負
荷
量
の
測
定
に
必

要
な
事
項
を
計
測
し
、
特
定
排
出
水
の
一
日
当
た
り
の
汚
濁
負
荷
量
を
算
定
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
。

３

前
項
の
指
定
地
域
内
事
業
場
の
設
置
者
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
汚
濁
負
荷
量

二

前
号
の
測
定
は
、
日
平
均
排
水
量
が
四
百
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
指
定
地
域
内
事
業
場
に
係
る
場
合
に

の
測
定
手
法
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

あ
つ
て
は
排
水
の
期
間
中
毎
日
、
日
平
均
排
水
量
が
二
百
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
四
百
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ

な
い
。
届
出
に
係
る
測
定
手
法
を
変
更
す
る
と
き
も
、
同

る
指
定
地
域
内
事
業
場
に
係
る
場
合
に
あ
つ
て
は
七
日
を
超
え
な
い
排
水
の
期
間
ご
と
に
一
回
以
上
、
日
平
均
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様
と
す
る
。

排
水
量
が
百
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
二
百
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
指
定
地
域
内
事
業
場
に
係
る
場
合
に
あ
つ

て
は
十
四
日
を
超
え
な
い
排
水
の
期
間
ご
と
に
一
回
以
上
、
日
平
均
排
水
量
が
五
十
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
百
立

方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
指
定
地
域
内
事
業
場
に
係
る
場
合
に
あ
つ
て
は
三
十
日
を
超
え
な
い
排
水
の
期
間
ご

と
に
一
回
以
上
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
指
定
地
域
内
事
業
場
の
規
模
、
排
水
系
統
の
状
況
、
排
水
の
系
統
ご
と

の
汚
染
状
態
及
び
量
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
測
定
の
回
数
に
よ
る
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場

合
で
あ
つ
て
、
都
道
府
県
知
事
が
別
に
排
水
の
期
間
を
定
め
た
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県
知
事
が
定
め
た
排
水

の
期
間
ご
と
に
行
う
こ
と
。

三

測
定
の
結
果
は
、
様
式
第
九
に
よ
る
汚
濁
負
荷
量
測
定
記
録
表
に
よ
り
記
録
し
、
そ
の
記
録
を
三
年
間
保
存

す
る
こ
と
。

２

法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
窒
素
含
有
量
及
び
り
ん
含
有
量
に
つ
い

て
は
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
十
に
よ
る
届
出
書
に
よ
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

特
定
排
出
水
の
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
窒
素
含
有
量
及
び
り
ん
含
有
量
に
関
す
る
汚
染
状
態
、
特
定
排
出
水

の
量
そ
の
他
の
汚
濁
負
荷
量
の
測
定
に
必
要
な
事
項
の
計
測
方
法
及
び
計
測
場
所

二

特
定
排
出
水
の
一
日
当
た
り
の
汚
濁
負
荷
量
の
算
定
方
法

三

そ
の
他
汚
濁
負
荷
量
の
測
定
手
法
に
つ
い
て
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
報
告
及
び
検
査
）
）

第
二
十
二
条

環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
こ
の
法

律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
特
定
事
業
場
の
設
置
者
又
は
設
置
者
で
あ

っ
た
者
に
対
し
、
特
定
施
設
の
状
況
、
汚
水
等
の
処
理
の

方
法
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
関
し
報
告
を
求
め
、
又
は
そ

の
職
員
に
、
そ
の
者
の
特
定
事
業
場
に
立
ち
入
り
、
特
定

施
設
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
～
５

（
略
）
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第
三
十
条

第
八
条
、
第
八
条
の
二
、
第
十
三
条
第
一
項
若

し
く
は
第
三
項
、
第
十
三
条
の
二
第
一
項
又
は
第
十
四
条

の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違

反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
す
る
。

第
三
十
二
条

第
五
条
又
は
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を

せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者
は
、
三
月
以
下
の
懲

役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
三
十
三
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、

三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

（
略
）

二

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

三

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
を
せ
ず
、
又

は
虚
偽
の
記
録
を
し
た
者

四

（
略
）

第
三
十
五
条

第
十
条
、
第
十
一
条
第
三
項
又
は
第
十
四
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出

を
し
た
者
は
、
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。


